
「卒業を祝福する活動」が昨日から始まりました。前号でお知らせしたように、

この活動のキーワードは、「感謝」と「決意」そして「本気！」。「飯豊中を引っ

張ってくれた３年生への感謝の思い」と「これからの飯豊中をより良く創り上げ

るために、一人ひとりが本気で活動するという決意」が込められています。

２年間、部活動や委員会、学校行事など、さまざまな場面でたくさんのことを

教示してくれた３年生。３年生が、中学校の思い出を胸いっぱいつめて笑顔で卒

業できるように、感謝と決意の気持ちを持って本気で活動しましょう。合唱への

東日本大震災から明日で１２年を迎えます。未曾有の大災害でしたが、それでも年月を 取り組みは、まだまだまだ、本気ではありませんよ！

経るごとにあの日の記憶が薄らぐことは仕方のないことなのでしょうか・・・。 さらに今回の活動は、新生徒会役員が活動をリードします。リーダーとしての

昨年は、 ＯＮＥ ＯＫ ＲＯＣＫ の “Ｂｅ ｔｈｅ ｌｉｇｈｔ”の動画を皆で見まし 実力を高めるチャンス！リーダーとしてのスキルを積み上げていこう！！

た。あまりにも悲惨な現実を目の当たりにして、何の言葉も出ませんでした。私は、あ

の動画を見るといつも自然に涙が流れます。

今年は、道徳の時間に“震災の語り部”の動画を見ました。皆さんの感想の一部です。

「語り部の人が減ったら、震災のことが記憶に残っていたとしても、思い出すことが少

なくなるんだろうなと思った。もし次、大きな災害があったとしても助かる人が多い

といいなと思った。」

「語り部はすごく大事だと思った。やはり災害はいつ起こるのかわからないので、準備

は大事だと思った。災害でなくなった人もいるので、自分の命、人の命を大切にして

いきたいです。」

さて、皆さんは、右の学校新聞を見たこと

がありますか？この新聞は、岩手県の大船渡

市立第一中学校の生徒が、大きな被害を被っ

た地域の方のために、自主的に作った新聞です。

ここに書かれている言葉です。

「 水くみ、トイレ掃除、おつかい、何でも

やります。一中生に声をかけてください。」

この言葉に、被災された地域の方は、とて

も勇気づけられ、生きる希望を見いだしたと

言います。中学生はすごい力を持っています。

天災はいつ起こるかわかりません。それでも、

災害の記憶を伝えること、もしもの時のため

に備えや訓練をすることなど、自分と大切な

人の命を守る方法を考え、行動に移すことは

できます。明日で１２年。震災の記憶を風化

させない人になって欲しいです。
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飯豊町教育委員会から毎月数学の難問が届いてい

ます。それに毎月取り組んで、優秀な成績を修めた

のが、２年１組の江口賢斗さんです。

先月、長井警察署管内の中高生代表

が集まり、ＳＮＳでのトラブルの現状を知り、

自分たちでできる対策についてグループ討議

をしました。ここに参加した髙橋優希さんが

グループ代表として発表し、その様子が３月

４日付けの山形新聞に掲載されました。優希

さんの他にも、髙橋瞭太さんと須藤心優さん

が参加しました。引率した舩山先生からは、

「参加した３名は、他校の生徒の話を聞くだ

けでなく、自分の考えをしっかり発表できて

いた」というお褒めの言葉がありました。

①すっきりした姿で卒業式に臨めるように、

頭髪や身だしなみの確認をお願いします。

学年自治会でも点検しています。ご協力を

お願いします。

②１４日（火）までにロッカーと机の物をす

べて持ち帰ります。持ち帰る教材量が多い

ので、来週は丈夫な袋を持たせてください。

③自転車の保険加入の確認と車両整備をお願

いします。「自転車通学許可願」は４／７

担任の先生、嬉しそうでした （金）の提出になります。


